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５ 微動アレー探査による深部地質構造解析 

ここでは、探査位置、探査結果等の概要を示しておきます。

詳細は、添付の「２０１１年長野県中部地震震源域微動アレー探査（H24）報告書」（資

料 2）を参照してください。 

５－１ 調査位置 

観測点は2011 年長野県中部地震の震央域をはさんで東西に4 地点（MM1，MM07、MM08，

MM10）を設定しました。 

図 5-1 微動アレー探査で明らかになった深部構造 
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５－２ 探査結果の概要 

○2011 年長野県中部地震の震央域を中心に東西方向に４点の観測点を展開して、微動ア

レー探査を実施しました。 

○アレー半径を最大90m として多重アレー観測を行った結果、先第三系基盤と考えられ

る解析S 波速度値で3000m/sec を超える基盤を深渡約2000m で捉えることができました。 

○関東平野でのＳ波速度構造と地層の対比から、基盤の上位には新第三紀中新統～第四

紀更新統からなる堆積物が最大2000m 程度分布することが推定されました。 

○震央域に展開した観測点間（MM08 とMM07）では基盤深渡で約200m の落差が解析さ

れ、また東側の観測点MM01 の基盤深渡とは約800m の落差があり、松本盆地東縁断層に 

よる変位が考えられます。 

○速度層対比では全体に西側に傾斜した構造が判明し、この構造は池田ほか(2010)にお

ける松本盆地南東部での反射法地震探査による基盤の東傾斜構造解釈と異なった構造が考

えられます。 

○松多ほか(2007)の松本市南部の反射法地震探査（赤木山測線）では全体に緩い西傾斜

の構造が認められています。 

○重力探査で得られた基盤構造（大久保ほか、1990；産総研、2004）や松本盆地西部で

行われた纐纈ほか(2007)の反射断面、池田ほか(2010)の松本市内（松本測線）の反射法地

震探査で示される基盤と考えられる顕著な東傾斜の反射面については、今回の探査結果を

踏まえて今後より詳細に検討する必要があると考えられます。 

なお、資料 2 は報告書原本の一部抜粋であることをご了承ください。 

6．松本盆地、北アルプス周辺の断層と地震 

6-1.松本盆地、北アルプス周辺の断層と 2002 年から 2013 年 3 月までの地震 

松本盆地周辺の公表されている断層と活断層の位置を図 6-1-2 に示しました。図 6-1-3-

図 6-1-6 は 2002 年 6 月から 2013 年 3 月に発生した地震の震央の分布図です。図 6-1-1 は

表示範囲地域の県境、市町村境界を示しましたので、他の図を見る際の参考にして下さい

（以上の図は 20～25p 参照）。 

図 6-1-2 は産業技術総合研究所地質調査総合センター(2012)から作成した断層の分布に、

内田・今泉（2002）から作成した活断層の分布を重ねた図です。 

日本列島はその生い立ちから、必然的にいたるところに断層が存在します。平野や盆地

など砕屑物が堆積してできた平坦な地形を形成している地域、火山噴出物に覆われた地域

では断層が分布しないように見えますが、実際にはそれらの地域の地下にも断層や活断層

は分布しているはずです。ただ、新しい堆積物に覆われてしまって活断層ですら簡単には

確認できなくなってしまっているだけです。また、活断層といってもいろいろな定義があ

り、ここに書かれているものだけが「活断層」、というわけでもありません。そういった理

由もあり、図 6-1-2 にすべての断層や活断層が図示されているわけではありません。 

震央の位置は、気象庁一元化処理 震源リストからデータを得ています。表示範囲内の深

度 60 ㎞以浅、微小地震を含めたすべての震央をプロットしています。M4 以上の地震はマー

カーが大きくなっており「M4.0」などとマグニチュードが記されています。その他の地震

は M3 以下で、そのほとんどが M2 以下の微小な地震です。 

図 6-1-3～図 6-1-6 には 2-3 年ごとに 4期間にわけた震央分布を示しました。図 6-1-2 に

示した活断層の位置と一緒に震央の位置を示してあるので、その位置関係にも注目してみ

ます。 

まず、よく知られた活断層と震央の関係を見てみます。図 6-1-3 に示されているように、

2002 年には牛伏寺断層で微小地震が多発した時期があります。また図 6-1-3～6-1-6 でわか

るように跡津川断層ではこの期間は恒常的に地震が発生しているようです。 

一方、活断層が書かれていない地域でも、震央が配列しているところがあります。図 6-1-5

では、2009 年に高瀬ダム北西に震央の集中が見られます。ここには活断層は書かれていま

せんが、図 6-1-2 で断層は書かれている地域です。この震央集中の北方延長で地図の範囲

外ですが、2011 年 10 月 5 日に M5.4 の地震が発生しています（この地域には断層は書かれ

ていません）。乗鞍岳西方の M5.5 の地震(図 6-1-6)は 2011 年 2 月 27 日に発生したもので、

この地震の余震分布は、活断層である高山・大原断層帯の江名子断層の東方延長部にあた

りますが、ここも活断層にはなっていません。このように活断層と言われていなくても、

その地下には地震を起こしている断層が存在します。 

図 6-1-6 の震央分布は先に挙げた乗鞍岳西方の地震の例外は含まれるものの、そのほと
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